
既存商品の欠点を補い新たに製品を開発 
    オーダーカーテン製造、カーテン付属部品販売、インテリア生地販売業。カーテンフック、レーザー超音波加工（シームレ

スブラインド）、熱圧着式ロールスクリーンを開発している。 

業業 況況 等等 のの 動動 向向 にに つつ いい てて  

行行 政政 のの 支支 援援 にに つつ いい てて  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

☆☆異異業業種種にに参参入入ししたた動動機機やや経経緯緯、、ききっっかかけけ  

仕入れ先で対応してもらえなかった商品の欠点を改善す

るべく、自社で新たに企画開発を行い、商品化したのがき

っかけである。 

マーケティングに関しては、自社で必要な商品の開発を

したので、特にしていない。 

   

☆☆参参入入ししてて最最もも成成果果ののああっったたこことと及及びび最最もも困困難難だだっったたこことと  

最も大きな成果は業界内での位置づけが変わったことで

ある。下請け製造のみであったが、企画力がつくことでメー

カーのような位置づけになった。 

資金面、人材不足がもっとも困難であった。 

専属で人材の確保ができず、兼業していたので時間が

かかってしまった。 

  

☆☆業業況況等等ににつついいてて  

室内装飾、オーダーカーテン縫製(高級ブラインド、カー

テン下請け加工)を主力業務とし、ＯＥＭ生産なども手掛け

ている。高級及び別注オーダーカーテンを強みに超音波ミ

シン・レーザーカット等のハイテク機も備え、得意先からは

高い評価を得ている。 

しかし、本業の業況は芳しくなく、売上高はここ10年間で

徐々に減収傾向を辿り、前期にはピーク時の半分の売上

高となっている。 

参入事業の状況は、売上高が 130,000 千円、売上高構

成比が 25.0％となっている。 

主な製品としては、以下のものを扱っている。 

① カーテンフック(特許商品) 

② 針、糸を使わないシームレスブラインド（レーザー、超音

波加工） 

③ 熱圧着式ロールスクリーン 

現在は、カーテンフック(ポラリス)の売り上げが好調に推

移している。 

 

☆☆今今後後のの展展望望・・見見通通しし  

長期的には拡大していく方針であるが、本業との兼ね合

いもあり、急速に大きく変化はできないため、当面は現状規

模で事業を継続していく。 

   

☆☆メメリリッットト・・デデメメリリッットト  

メリットは新規得意先が増えた。 

デメリットは本業がスムーズに行かなくなったことや、得意

先がライバル会社になったことである。 

  

☆☆異異業業種種参参入入時時ののアアドドババイイスス  

関連事業を簡単に始めているように見られるが、開発、

試作など楽な仕事ではなかったが、楽しんで仕事をするこ

とで継続できたように思う。 

軽いマーケティングと迅速な行動が必要。 

 
 

 

☆☆異異業業種種参参入入にに際際しし、、役役にに立立っったた行行政政、、支支援援機機関関のの制制度度  

｢平成 22年度 中小企業基盤整備機構助成金｣を活用し

ている。 

   

☆☆異異業業種種参参入入にに際際しし、、行行政政にに対対ししてて望望むむ支支援援  

これまでの対応で満足しているので、改めての要望は特

にない。 

 

会社概要 

設  立：昭和 44 年 6 月 

資 本 金：3,300 万円 

従業員数：60 名＜パート含む＞ 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.sinkosewing.co.jp 

 
 

進進弘弘産産業業  株株式式会会社社  

    

所 在 地：愛知県一宮市萩原町串作字郷 27 

事業内容：オーダーカーテン製造、カーテン付属部品販売、 

インテリア生地販売 

Ｔ Ｅ Ｌ：0586-69-1121 

キーポイント 


